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高齢者交通安全
ゲートボール大会
～9月27日休）、川西町中子グリーンパーク～

　第1ゲートに向かう際に、コート脇に用意してあ

る横断歩道の手前で一旦止まり、手を上げ「右・左・

右」と確認し横断してから打撃をするというルール

で、このルールに反則した者は、その回の打撃権を

失うという厳しいもので、緊張のあまり失敗してし

まう人もいましたが、交通安全への意識と、交流を

深めていました。

総騒輔

●お年寄りの住まいの不安をなくします…②～③

●話題出来事なかさとウォッチング………④～⑤
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「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
』
が
制
定

、

、、

高
齢
者
に
な
る
と
、
階
段
や
お
風
呂
な
ど
家
の
中
で
け
が
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、

賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
住
ま
い
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
不
安
を
な
く
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空
間
を
つ
く
る
た
め
、

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
今
年
4
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
よ
う
な
3
つ
の
柱
で
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
現
在
、
高
齢
者
が
い

る
世
帯
は
約
1
5
4
0
万
世
帯
、
こ

れ
が
2
0
1
5
年
に
は
全
世
帯
数
の

4
割
に
当
た
る
約
2
0
3
0
万
世
帯

と
な
り
、
そ
の
半
数
以
上
が
高
齢
者

の
み
の
世
帯
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま
い
を
確

保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度
に

よ
っ
て
、
バ
リ
ァ
フ
リ
i
化
さ
れ
た

高
齢
者
向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
供

給
を
支
援
し
ま
す
。

○
住
宅
の
共
用
部
分
（
廊
下
、
階
段

　
な
ど
）
、
バ
リ
ァ
フ
リ
i
設
備
な
ど

　
の
整
備
費
に
対
す
る
補
助

○
低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯
に
対
し

　
家
賃
減
額
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の

　
家
賃
減
額
費
用
に
対
す
る
補
助

○
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
所
得
税
・

　
法
人
税
の
割
増
償
却

民
間
事
業
者
の
取
組
を
支
援
す
る

高
齢
者
向
け

優
良
賃
貸
住
宅
制
度

　
バ
リ
ァ
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
し
た
り
、

既
存
の
住
宅
を
高
齢
者
向
け
の
優
良

賃
貸
住
宅
と
す
る
た
め
に
バ
リ
ァ
フ

リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
り
す
る
場

合
、
国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補

助
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
（
新
規
建

設
の
み
）
が
受
け
ら
れ
る
制
度
。
次

の
よ
う
な
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

既
存
住
宅
を
購
入
し

優
良
賃
貸
住
宅
と
す
る
た
め
の

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

　
バ
リ
ア
フ
リ
i
・
リ
フ
オ
ー
ム
を

行
い
、
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

と
す
る
目
的
で
、
既
存
の
住
宅
を
購

入
す
る
場
合
は
、
住
宅
金
融
公
庫
融

資
の
特
例
に
よ
り
、
そ
の
購
入
費
の

融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
が
生
涯
、
住
み
慣
れ
た
自

分
の
家
で
、
で
き
る
だ
け
自
立
し
、

安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
次

の
よ
う
な
融
資
制
度
で
、
高
齢
者
の

自
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
し

ま
す
。

高
齢
者
対
象
の

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
特
例

一
括
償
還
バ
リ
ア
フ
リ
ー

リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

高
齢
者
自
身
が
、
自
宅
を
バ
リ
ァ

フ
リ
ー
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、

ロ
ー
ン
の
返
済
を
軽
く
す
る
住
宅
金

融
公
庫
の
特
別
の
融
資
制
度
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
最
大

5
0
0
万
円
ま
で
の
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
生
存
時
は
利
子
部
分

の
み
を
返
済
し
、
死
亡
時
に
住
宅
資

産
な
ど
を
活
用
し
て
、
ロ
ー
ン
を
一

括
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ー

　
ま
た
、
こ
の
融
資
制
度
に
は
、
高

齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
債
務
保

証
を
実
施
し
ま
す
。



　
民
間
賃
貸
住
宅
で
は
、
「
家
賃
の
不

払
い
」
や
「
病
気
」
「
火
災
」
な
ど
の

不
安
か
ら
「
高
齢
者
入
居
不
可
」
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
が
円
滑

に
入
居
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

賃
貸
住
宅
市
場
を
整
備
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
新
た
な
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な
い

賃
貸
住
宅
の

登
録
・
閲
覧
制
度

　
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な
い

賃
貸
住
宅
が
、
都
道
府
県
知
事
（
ま

た
は
そ
の
指
定
機
関
）
に
登
録
し
、

高
齢
者
に
そ
の
賃
貸
住
宅
情
報
を
提

、
供
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制

度
」
の
助
成
を
受
け
た
住
宅
は
、
必

ず
こ
れ
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
住
宅
に
は
、

万
一
、
入
居
し
た
高
齢
者
が
家
賃
を

滞
納
し
た
場
合
、
高
齢
者
居
住
支
援

セ
ン
タ
ー
が
家
賃
の
債
務
保
証

ヵ
月
を
限
度
）
を
行
い
ま
す
。

（
6

高
齢
者
が
安
心
し
て

住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

　
高
齢
者
が
バ
リ
ァ
フ
リ
i
化
さ
れ

た
賃
貸
住
宅
に
終
身
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
「
終
身
建
物
賃
貸
借
制

度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

知
事
の
認
可
を
受
け
た
賃
貸
住
宅
に

つ
い
て
、
賃
借
人
が
生
き
て
い
る
限

り
続
き
、
死
亡
し
た
と
き
に
終
了
す

る
、
借
り
た
人
本
人
の
一
代
限
り
の

借
家
契
約
で
す
。

　
な
お
、
配
偶
者
な
ど
一
定
の
同
居

者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も
継
続
し
て

居
住
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

！

広い出入りロ

｝

’

一高齢者にやさしいバリアフリー住宅
　階段や部屋の入り口などに段差が多く、お風呂やトイレに手すり

がなく、廊下などのつくりも狭い日本の住宅。若いころには不便が

なかったこうした住宅も、高齢になり、身体能力が衰えてくると段

差につまずいたり、転びやすくなったりするなど使い勝手が悪くな

ってきます。そのため、家の中での移動や入浴などの動作にも、周

囲の人の手助けが要ることが多くなります。住宅のバリアフリー化

篠暑輸欝騰紳齢者力泊分で動きやすくな曜

部屋の仕切りの
段差を解消

車いすが
通れる広さ

ウ

訊

手すりは連続して設置

手すりを設置

介助しやすい
十分な広さ

’
2

グ

曾

手すりを設置

團　
ぐ
略
黛

　
、

介護しやすい

＋分な広さ＼

（資料提供＝国土交通省）

平成13年10月10日犀報：なかさ’と3
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週
に
2
回
、
田
沢
小
学
校
体
育
館

で
真
剣
に
稽
古
に
打
ち
込
ん
で
い
る

田
沢
少
年
・
少
女
剣
士
達
が
、
9
月

24

日
㈲
、
湯
之
谷
村
小
出
郷
総
合
セ

ン
タ
ー
で
「
第
3
9
回
二
市
三
魚
沼
郡

少
年
剣
道
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
二
市
（
十
日
町
市
・
小

千
谷
市
）
、
三
郡
（
北
・
中
・
南
魚
沼

郡
）
の
少
年
剣
士
が
集
ま
り
、
日
頃

の
稽
古
の
成
果
を
競
い
あ
う
大
会
で
、

朝
8
時
頃
か
ら
各
地
か
ら
少
年
剣
士

達
を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
何
台

も
乗
り
つ
け
、
開
場
し
て
数
分
後
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
少

年
達
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
声
で
体
育

館
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
緊
張
感
の
張
り
詰
め

る
中
、
小
学
生
男
子
団
体
・
2
回
戦

で
田
沢
少
年
剣
士
は
、
昨
年
・
今
年

度
優
勝
し
た
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
善

戦
は
し
た
も
の
の
惜
し
く
も
敗
れ
て

し
ま
い
入
賞
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。　
し
か
し
、
小
学
生
女
子
団
体
で
は

勝
ち
残
り
、
見
事
3
位
入
賞
し
、
閉

会
式
の
時
に
は
、
堂
々
と
賞
状
を
受

け
取
り
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
拒
食
症
、
う
つ
病
、
精
神
分
裂
な

ど
、
精
神
的
な
病
気
が
現
代
社
会
に

お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て

い
る
9
月
5
日
、
中
条
第
二
病
院
院

長
須
賀
良
一
先
生
を
招
き
、
「
第
4
回

な
か
さ
と
ト
キ
メ
キ
大
学
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
3
3
名

の
方
が
集
ま
り
、
須
賀
先
生
は
一
人

一
人
の
反
応
を
見
な
が
ら
、
丁
寧
に

わ
か
り
や
す
く
『
内
臓
と
し
て
の
心

（
脳
）
の
医
学
』
に
つ
い
て
語
り
、
そ

の
中
で
も
「
う
つ
病
は
自
殺
に
つ
な

が
る
病
気
で
、
新
潟
県
は
常
に
全
国

で
5
番
以
内
に
入
る
ほ
ど
、
自
殺
の

割
合
が
大
き
い
。
う
つ
病
は
抗
う
つ

薬
で
90
％
直
り
ま
す
の
で
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
痴
呆
（
ボ
ケ
）
に
つ
い
て
も

「
7
5
歳
以
上
で
1
0
％
、
1
0
0
歳
以
上

で
70
％
は
ボ
ケ
る
。
し
か
し
、
そ
の

時
期
を
遅
ら
せ
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
．
予
防
策
と
し
て
は
、
①
読
み

書
き
を
す
る
。
②
か
る
い
運
動
を
す

る
。
③
物
理
的
に
頭
に
衝
撃
を
あ
た

え
な
い
こ
と
。
ま
た
、
最
近
の
研
究

で
ア
ル
ミ
が
脳
に
良
く
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
は
、
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん

　
上
原
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
中
里
村

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
昭
和
54

年
ま
で
の
3
期
1
2
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
村
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

福
祉
等
、
広
い
分
野
に
お
い
て
村
民

生
活
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
叙
勲
が
授
与
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
8
月

16

日
㈲
役
場
議
場
で
村
長
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
上
原
さ
ん
の
主
な
経
歴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
中
里
村
議
会
議
員
　
3
期

（
期
間
中
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員

　
長
2
年
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
4
年
・
産
業
経
済
常
任
委

　
員
会
副
委
員
長
4
年
）

・
そ
の
他
一
監
査
委
員
1
期
・
農
業

　
委
員
会
委
員
2
期
・
教
育
委
員
会

　
委
員
1
期
・
田
沢
農
協
・
中
里
村

か
ら
「
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と
、
記

憶
も
な
い
の
に
不
思
議
と
家
で
寝
て

い
る
。
」
な
ど
、
脳
の
働
き
に
関
す
る

疑
問
に
つ
い
て
積
極
的
な
質
問
が
多

く
出
さ
れ
、
有
意
義
な
講
演
会
で
し

た
。

霧
し
　
　
　
　
　
　
　
　
p
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
　
．
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
．
魍
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也▲「うつ病は90％直りま

農
協
の
理
事
・
組
合
長
も
長
き
に

わ
た
り
歴
任
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繋
供
達
の

灘
全
の
た
め
麟

　
9
月
2
0
日
㈲
、
大
阪
・
池
田
小
学

校
で
の
痛
ま
し
い
事
件
の
よ
う
に
、

最
近
の
犯
罪
は
子
供
達
に
も
大
き
な

危
険
・
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
事
か
ら
子
供
達
の
安
全

を
守
る
た
め
、
田
沢
駐
在
所
自
治
防

犯
連
絡
協
議
会
を
代
表
し
て
杉
谷
会

長
か
ら
中
里
中
・
貝
野
小
・
田
沢
小

の
子
供
達
に
「
防
犯
ベ
ル
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
防
犯
ベ
ル
が
作
動
す
る
と
、

「
ピ
ピ
ピ
ピ
ピ
…
」
と
耳
を
突
く
よ

う
な
音
を
出
し
、
万
一
子
供
達
に
何

か
あ
っ
た
場
合
に
作
動
さ
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
里
中
で
は
代
表
し
て
西
脇
校
長

が
受
け
取
り
、
「
中
里
の
子
供
達
が
、

防
犯
ベ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事

実
が
防
犯
に
つ
な
が
る
。
住
民
の
人

達
の
周
知
に
よ
っ
て
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
防
犯
に
努
め
て
い
き
た

い
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

▲防犯ベルを受け取る
　貝野小代表

　
9
月
9
日
㈲
、
六
日
町
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
デ
ィ

ス
ポ
ー
ト
六
日
町
）
で
、
青
年
大
会

県
大
会
バ
レ
ー
女
子
の
部
が
行
わ
れ
、

中
魚
沼
郡
を
代
表
し
て
中
里
村
の
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
全
9
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
行
わ
れ
、
中
里
村
は
1
回
戦
、
岩

船
郡
（
関
川
村
）
と
対
戦
し
、
2
1
対

17

と
い
う
ス
コ
ア
で
2
セ
ッ
ト
連
取

し
勝
ち
進
み
、
2
回
戦
で
は
、
一
昨

年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
栃
尾
市
と

対
戦
し
ま
し
た
。

　
第
ー
セ
ッ
ト
は
2
0
対
2
2
で
惜
し
く

も
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
第

2
セ
ッ
ト
、
2
1
対
1
7
で
奪
い
返
し
、

最
終
セ
ッ
ト
は
お
互
い
一
歩
も
引
か

ず
競
り
合
っ
た
も
の
の
、
惜
し
く
も

22
対
2
4
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
中
魚
沼
郡
代
表
と
し
て
堂
々
と
フ

ェ
ア
プ
レ
ー
に
徹
し
、
全
力
を
出
し

切
っ
た
中
里
村
女
子
バ
レ
ー
チ
ー
ム

の
面
々
に
は
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
な
ど
で
女
性
の
人
権
に
関
す
る

問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、
み
な

さ
ん
で
十
分
な
知
識
を
得
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
『
第
2
回
女
性
い
き
い
き

セ
ミ
ナ
ー
・
身
近
な
人
権
問
題
に
つ

い
て
知
ろ
う
』
が
9
月
4
日
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町

市
局
長
内
舩
正
俊
さ
ん
を
招
き
、
『
偏

見
に
よ
る
人
権
侵
害
、
児
童
虐
待
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
』
等
に
つ
い

て
学
び
、
そ
の
中
で
内
舩
さ
ん
は
、
「
最

初
は
な
ん
で
も
な
い
、
悪
気
の
な
い

一
言
が
、
人
を
伝
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
く
曲
折
し
、
事
実
で
な
い
事

が
本
当
の
事
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま

灘
と
緑
の

鑓
並
ス
テ
ィ
．
麟
鍵

　
9
月
1
5
日
㈹
、
ユ
ー
モ
ー
ル
裏
駐

車
場
で
、
「
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ら
し
く
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
」
な
ど
が
行
わ
れ
、

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
談
笑
を
交
え

う
。
そ
し
て
そ
う
い
う
侵
害
は
、
自

分
が
被
害
者
に
な
っ
て
は
じ
め
て
気

付
く
。
偏
見
（
陰
口
）
を
な
く
す
よ

う
な
教
育
が
必
要
」
と
説
明
し
ま
し

た
。

▲「偏見をなくすような教育が必要」と内松正俊さん

な
が
ら
自
分
の
鉢
に
花
を
飾
り
付
け
、

出
来
上
が
っ
た
自
分
の
作
品
を
眺
め
、

満
足
の
い
っ
た
様
子
で
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
花
で
飾
り
付
け
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
が
用
意
さ
れ
、
中
里
中
吹
奏

楽
部
、
貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
i
部
に
よ

る
演
奏
が
行
わ
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
奏
・
舞
台
に
あ
た
た
か
い
拍
手

が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
家
庭
内
暴
力
）
に
つ
い
て
も

言
及
し
、
「
家
庭
内
暴
力
は
、
身
体
的

暴
力
・
精
神
的
武
力
・
性
的
暴
力
・

経
済
的
暴
力
・
社
会
的
暴
力
の
5
つ

に
分
類
で
き
、
親
し
い
中
で
反
復
的

に
起
き
る
。
被
害
者
は
『
自
分
に
非

が
あ
る
』
と
思
い
込
ま
れ
や
す
く
、

ま
た
、
経
済
的
に
自
立
が
困
難
で
あ

っ
た
り
、
子
供
が
心
配
で
あ
っ
た
り

と
、
暴
力
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
そ

し
て
、
そ
う
い
っ
た
暴
力
の
は
け
口

は
子
供
に
向
か
う
。
」
と
家
庭
内
暴
力

の
恐
さ
を
説
明
し
、
「
人
権
を
守
る
上

で
何
が
大
切
か
と
い
う
と
、
①
男
女

対
等
な
立
場
で
社
会
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
②
声
に
出
す
こ
と
（
問
題
を

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
）
で
あ
る
」

と
し
、
最
後
に
「
人
権
（
保
護
）
と
は
、

相
手
の
身
に
な
っ
て
思
い
や
る
こ
と

で
あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

譲
塞量ヲソ躍

〉
貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
ー
部

平成13年10月10日広報：なかさと5



鞭
望
勧
老
ム

　
　
　
　
福
祉
太
嚢
．

　
9
月
1
5
日
（
敬
老
の
日
）
、
中
里
中

学
校
体
育
館
で
「
第
2
2
回
老
人
福
祉

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
山
本
村
長

は
「
今
の
中
里
村
が
あ
る
の
は
み
な

さ
ん
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
す
。
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
、
私

達
に
ご
指
導
下
さ
り
、
ま
た
来
年
も

元
気
な
姿
を
私
達
に
見
せ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
、
感
謝
と
激
励
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
8
8
歳
の
方
4
2
名
、
9
5
歳
の
方

礎
沢
小
3
年
懇

、
灘
作
り
交
通
安
墾

　
9
月
2
9
日
㈲
、
国
道
1
1
7
号
線

田
沢
小
学
校
前
で
、
田
沢
小
学
校
3

年
生
4
7
名
の
児
童
に
よ
る
手
作
り
の

交
通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
が
子
供
達
の

手
渡
し
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
達
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
気
を
付
け
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
」

な
ど
の
声
を
か
け
な
が
ら
手
渡
し
す

る
子
供
達
の
姿
と
か
わ
い
ら
し
い
マ

ス
コ
ッ
ト
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
達

も
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
「
あ
り
が
と
う
」

8
名
に
祝
詞
と
記
念
品
を
、
金
婚
夫

婦
2
4
組
に
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

と
い
い
な
が
ら
、
そ
の
マ
ス
コ
ッ
ト

を
ま
じ
ま
じ
と
眺
め
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
麟
い
か
が
で
す
か

◆
作
り
方

①
茄
子
は
縦
割
り
6
等
分
に
切
り
水
に
さ
ら
し
ア
ク
ぬ
き
を
す
る
。

②
ミ
ョ
ウ
ガ
は
干
切
り
に
し
、
水
に
さ
ら
し
パ
リ
ッ
と
さ
せ
る
。

③
鍋
に
揚
げ
油
を
熱
し
、
茄
子
の
水
気
を
拭
き
取
り
色
よ
く
揚
げ
る
。

④
揚
げ
た
茄
子
を
器
に
盛
り
．
熱
い
う
ち
に
チ
ー
ズ
を
ち
ら
し
、
水
気
を
切

　
っ
た
ミ
ョ
ウ
ガ
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
上
に
ち
ら
す
。

⑤
食
べ
る
直
前
に
￥
た
れ
を
か
け
て
で
き
あ
が
り
。

☆
高
橋
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ボ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
茄
子
を
揚
げ
る
時
は
、
皮
の
方
か
ら
入
れ
る
と
色
よ
く
な
り
ま
す
。

・
少
し
焦
げ
目
が
つ
く
程
度
に
揚
げ
、
油
を
よ
く
切
っ
て
下
さ
い
。

◆
「
茄
子
の
か
ら
揚
げ
」
に
つ
い
て
＝
一
目

・
秋
茄
子
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。
茄
子
の
甘
味
￥
ミ
ョ
ウ
ガ
の
風
味
、

チ
ー
ズ
の
香
ば
し
さ
が
な
ん
と
も
言
え
な
い
美
味
し
さ
を
味
わ
え
ま

す
。も
う
一
品
な
に
か
ほ
し
い
な
と
い
う
時
、
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
作

っ
て
み
て
下
さ
い
。

こ
ぶ
し
会

　
高
橋

秀
さ
ん
（
宮
中
）

◆
「
茄
子
の
か
ら
揚
げ
」
の

　
　
材
料
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
茄
　
　
子
…
…
…
…
…
…
・
・
3
本

・
ミ
ョ
ウ
ガ
ー
…
…
…
…
…
・
・
2
0
9

・
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
（
ト
ー
ス
ト
用
）

　
　
　
　
…
：
…
：
…
…
…
…
3
0
9

・
パ
セ
リ
…
…
…
…
…
…
・
－
少
々

・
揚
げ
油

・
し
ょ
う
油
…
…
…
－
…
大
さ
じ
2

・
ワ
サ
ビ
…
…
…
…
…
…
●
●
少
々

・
レ
モ
ン
汁
…
…
…
…
…
小
さ
じ
ー

〉
香
り
が
よ
く
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す

6



中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
夙
ト
の

よ
こ
が
お

⑧

係
を
研
究
す
る
学
問
）
に
関
心
を
持

っ
た
彼
は
、
1
9
7
0
年
ペ
ン
シ
ル

バ
ニ
ア
大
学
大
学
院
地
域
計
画
学
科

に
入
学
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地

域
計
画
事
務
所
に
勤
務
し
、
1
9
7

4
年
の
帰
国
以
降
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
関
す
る
実
績
に

は
華
々
し
い
も
の
で
し
た
。
米
沢
の

内
陸
型
工
業
団
地
立
地
の
た
め
の
日

本
で
は
じ
め
て
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
（
大
規
模
開
発
に
際
し
て
、
開
発

が
周
囲
に
お
よ
ぼ
す
自
然
的
・
社
会

的
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
）
の
実
施

を
含
め
て
、
磯
辺
は
こ
の
分
野
に
お

け
る
草
分
け
的
存
在
と
な
り
、
1
9

7
5
年
「
建
築
文
化
」
6
月
号
に
「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
／
地

域
生
態
計
画
1
」
を
発
表
し
、
各
方

面
の
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

て
の
視
覚
的
な
表
現
が
、
厳
密
な
手

法
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
②
。

学
生
時
代
か
ら
美
術

界
の
期
待
を
背
負
う

磯
辺
行
久
は
1
9
3
5
年
東
京
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
1
9
6
0
年
代
、
芸

大
在
学
中
か
ら
現
代
美
術
界
の
旗
手

と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
彼
の
作
品
、

「
ワ
ッ
ペ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
①
は
今
も

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
襯
鐡
鱗
磁
翻
叢
欝
鍵
籔

蝋
鎮
・
難
ー
翼
麹
郷
蟄
懸
、
懸
・

卿
㎜
鱒
棚
饗
縫
麟
灘
灘

　
　
　
　
　
　

　
　
．
－
、
懸
｝
擬
脇
毒
、
黎
鮮
蟹
．
灘

，
鰯
鷲
　
　
難
》
難
鑛
．
螺

㎜
・
．
．
．
窺
蓬
難
蝿
幾

雛
欝
灘
饗
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
等

〉
作
品
6
3
・
斜

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
讃
歌
①

▲動物相と植物相②

エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の

関
心

　
1
9
6
5
年
に
渡
米
後
、
彼
の
価

値
観
は
、
個
人
的
な
も
の
か
ら
生
命

全
体
の
存
続
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

が
彼
の
中
心
的
な
主
題
と
な
っ
て
い

き
ま
す
。
美
術
の
世
界
か
ら
離
れ
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
学
・
生
物
の
生

活
形
態
や
生
物
と
環
境
と
の
相
互
関

人
と
環
境
を

テ
ー
マ

　
最
近
で
は
、
「
人
と
環
境
」

を
テ
ー
マ
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
活
動
を
フ
ラ

ン
ス
を
拠
点
に
展
開
し
て

い
ま
す
。
そ
の
作
品
で
は
、

生
命
の
存
続
に
必
要
な
環

境
を
構
成
す
る
要
素
に
つ

い
て
の
調
査
と
、
そ
の
調

査
の
過
程
と
結
果
に
つ
い

懸

信
濃
川
の

軌
跡
を
再
現

　
昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
地

域
住
民
の
協
力
に
よ
り
全
長
3
・
5

㎞
に
わ
た
っ
て
約
6
0
0
本
の
黄
色

の
杭
を
立
て
、
か
つ
て
の
信
濃
川
の

蛇
行
を
再
現
し
ま
し
た
③
。
ダ
ム
開

発
に
よ
っ
て
流
路
を
変
え
ら
れ
、
水

量
を
減
ら
さ
れ
、
魚
介
類
が
い
な
く

な
っ
て
い
く
川
の
現
在
を
考
え
、
遠

い
昔
か
ら
続
く
母
な
る
川
と
暮
ら
し

の
あ
り
方
に
思
い
を
は
せ
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

〉
川
は
ど
こ
に
い
っ
た
③

平成13年9月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工　事　費 請負業者

林道田代線交通安全施設設置工事 田　代 4，620，000円 南　　雲　　産　　業

村道東田沢神社線改良工事 東田沢 4，095，000円 有限会社村山土建
林道・干溝市之越線改良工事 上　　山 10，815，000円 有限会社星野建設
林道如来寺大原線側溝補修工事 如来寺 8，505，000円 高幸建設株式会社

平成／3年／0月10日広報なかさと7



大
地
の
芸
術
祭
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
　
～
第
2
回
開
催
概
要
や
作
家
公
募
情
報
も
掲
載
中
～

　
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
9
月
1
0
日
よ
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
1
回
の
時
も
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
構
成
を
簡

素
化
し
て
、
よ
り
地
域
密
着
の
情
報

を
早
め
に
更
新
し
な
が
ら
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本

語
と
英
語
の
両
方
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。　
現
時
点
で
の
内
容
は
、
今
も
見
ら

れ
る
作
品
の
紹
介
を
含
め

た
第
1
回
の
記
録
、
開
催

方
針
や
ス
テ
ー
ジ
整
備
に

つ
い
て
の
第
2
回
最
新
情

口
反
、
幸
　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ

ッ
ク
レ
ス
整
備
事
業
に
つ

い
て
の
説
明
、
交
通
手
段

や
第
1
回
の
記
録
集
な
ど

の
紹
介
、
関
係
機
関
へ
の

リ
ン
ク
集
と
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
新
着
情
報
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
は
、
第
2
回
の
作
品

づ
く
り
に
向
け
た
作
家
選

定
の
た
め
の
公
募
情
報
と
、

8
月
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た
「
凧
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

凧
揚
げ
」
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
こ
ま
め
な
更
新
を
し
て
ゆ
き

ま
す
の
で
、
時
々
、
閲
覧
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
十

日
町
情
報
館
な
ど
で
ご
覧
下
さ
い
。
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　平成13年12月24日任期満了に伴う中里村長選

挙の日程は、次のとおりです。

　　◆告示日11月20日㈹

　　◆投票日11月25日（日）

　立候補予定者説明会を下記のとおり開催しま

す。立候補予定者の方はご参集ください。

　　◆日時10月25日休）
　　　　　　　午後1時30分から

　　◆会場中里村役場　議場
詳しい問合せは、中里村選挙管理委員会まで

　　　　盈63－3111（内線322・323）
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◆
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◆
◆

　曄今の癒痛遡求うな蕎聾華の闘題行動。その原園のひ

とつ確ある幼蝿期からの麟の教欝縫蓼騨羅警難ま霧。

　
　
　
人
権
縄
講
辮
開
設

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
相
続
、
土
地
、
金

銭
上
の
問
題
。
そ
の
他
近
所
の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・

信
用
の
侵
害
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
等
の
人
権
問

題
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
目
　
時
　
1
0
月
2
6
日
囲
　
午
前
1
0
時
～
午
後
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時

◆
場
　
所
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ザ
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◆
相
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料
　
無
　
料

◆
相
談
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者

　
中
里
村
人
権
擁
護
委
員
　
齋
喜
正
甫
（
倉
　
俣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
馨
爾
（
本
屋
敷
）

8



難熱匿祓謂鎚年度瓢、墜・ 1ξ

　「薬と健康の週間（10月17日～23日）」は、医薬品及び薬剤師等の役割に関する正しい知識を広く浸透させ、保健

衛生の維持向上に寄与することを目的としています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．難．嚢
◆医薬品は正しい方法で使用・保存しましょう　　　　　撚．蟹騨　　↑、↑
　使用時期、使用料、使用方法等を守り、使用上の注意を十分　　　　　　　箋『蓼　従》＾　　　てフ．．

に参照して、正しい使い方をしましょう。

　特に高齢者については、肝・腎臓機能低下のため、副作用が

起こりやすく、かつ複数の診療科受診による重複投与や相互作

用の危険性、また記憶力・注意力低下による誤用等が考えられ

ますので、注意してください。

　また、医薬品は、光、熱、湿気などにより品質の低下を招く

ことがあります。一定の状態で、子供の手の届かない所へ保管

してください。また医薬品は、他の商品と違い、その性質上、

医師、薬剤師等専門家に相談して使用してください。

臨

“

（
●
10

β
1
」

◆献血のご協力をお願いします
　血液は体の中でとても大切な、さまざまな働きをしています。新鮮な酸素を体のすみずみまで運んだり、腸から

吸収された栄養分や内分泌器官から分泌されたホルモンを必要な臓器に運んだり、また、細菌やウィルスなどの外

敵に対しては防御作用を発揮したりと、ひとときも休むことなく体の中で働きつづけているのです。この大切な血

液だけは、人口的に造ることができません．尊い命を救うために、献血のご協力をお願いします。

　献血予定日＝11月27日（火）全血献血　10＝00～12＝00、13：00～15＝00

　　　　　　3月20日伽成分献血9＝30～10＝30、13二〇〇～15＝00　◆場所総合センター

◆シンナー、覚せい剤乱用の防止
　覚せい剤中毒になると不安、被害妄想などの症状が現れ、妄想や幻覚によって殺人、放火等の重大犯罪を起こす

こともあります。麻薬中毒になると麻薬を入手するために、借金をしたり、窃盗、詐欺などを平気で犯すようにな

ります。

　覚せい剤乱用者の多くは、ほんのちょっとした好奇心から

安易に使い始めています。この背景として、

①覚せい剤の弊害の恐ろしさが十分に理解されていないこと。

②覚せい剤は精神依存が極めて強いため、ひとたび乱用を始

　めると自分ではなかなかやめられなくなってしまうこと。

③覚せい剤の取引による利益を資金源としている暴力団や不

　良外国人等が覚せい剤を言葉たくみに勧め、大量に供給し

　ていること。などがあります。

薬物乱用を防止するために

●薬物乱用の危険性は身近にあり、自分には関係ないと

思わないこと。

●誘われても「絶対ダメ。」と断る勇気を持つこと。

●一人で悩まないで友人や家族に何でも相談すること。

●覚せい剤が原因となった事件（平成10年）

殺人・殺人未遂3人

　
ロ
鶴
臥
そ
月
1鞭

　　　　　事件
講繍雛灘　161人

　　　　　　　　　　　　　　．轟顯鳳轟．　　，

囎雛鐵錘難騰雛繕繍難藤懸懸獺雛縫鑓灘蒙霧灘

灘難灘撰麟磯灘撫灘灘辮難・鱒灘蹴麟・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　擢纏1．纏欝3灘灘灘

9 広報：なかさと 平成13年10月／0日



かんき5 蝦5 食昌1リサイクル法について

　21世紀に向けた循環型経済社会システムを構築していくために、現在、国全体としての取組が進められています。

このような中で、一般廃棄物中に大きな役割を占めている食品廃棄物のリサイクルの推進は大きな課題の一つです。

　第147回国会において、食品廃棄物のリサイクル等の推進を内容とする「食品循環資源の再生利用法等の推進に関

する法律（食品リサイクル法）」が成立し、平成13年5月1日施行になりました。

この法律が目指すべ吉こと
　食品廃棄物は、食品事業者の事業活動のみならず、国民の日常生活からも大量に発生します。

　したがって、食品廃棄物の排出の抑制を図っていくためには消費者、事業者、国、地方公共団体等食品に係わる

各主体が一体となって、その発生の抑制、再生利用及び減量に努めていくことが必要です。

　この法律は～これら各主体の役割に応じた再生利用等の実施を定めるとともに、特に、食品循環資源の再生利用

等の推進にあたって大きな位置づけを占める食品関連事業者の方々に対して、具体的な基準に従った再生利用等の

実施を行っていただくこととし、これらにより食品循環資源の再生利用等の推進を図ることとしています。

私遣（消費者）の役割
○食品の購入又は調理の改善により食品廃棄物等の発生の抑制に努めること。

　・適量な食品の購入や適切な保管の実施により無駄な発生の防止

○再生利用により得られた製品の利用に務めること。

　・再生利用により得られた、肥料、飼料等のリサイクル製品を、事業活動

　　や日常生活において、積極的に利用する。

　糞繊活指鎌の蒙践．

　○買いすぎ・作りすぎに注意して、食べ残しのない適量を心がけましょう。

　o賞味期限や消費期限を考えて利用しましょう。

　○定期的に冷蔵庫の中身や家庭内の食材を点検し、献立を工夫して食べましょう。

二
一

－
’ σ 　　　’

6 1　　　　　　　　　　　　　’1㊧⑫　　　◆加入金額表

◆加入金について
　簡易水道に新たに加入されるときは、加入金が必要に

なります。ただし、メーターを移設する場合は不要です。

　加入金の金額は、メーターの口径によって違います。

13mmから20mm以外へ口径を大きくする場合は、加入金の

差額が必要となります。

◆メーター検針について
　メーター検針は、6月・8月・10月・12月の初めに検

針を行います。冬期間の料金は、検針実績使用量の平均でいただき、6月に清算します。

　検針の妨げになりますので、メーターボックスの上には物をのせないでください。

◆各種届出の義務について
　下記の場合届出が必要です。

　・使用者および所有者が死亡した場合や、そのほかの理由で所有者及び使用者変更を希望される際。

　・使用の廃止や、使用を一時停止する場合。

　・使用者を変更した場合で、料金を口座振替にされている方は、振り替えをする口座の金融機関で手続きが必要

　　となります。

◆漏水について
　メーター器より宅内側での漏水は、各個人の責任となります。漏水していないか、時々メーターを確認するよう

にしましょう。特に、高道山・朴木沢・朴木沢新田の方で、簡易水道につないだ場合は、今までより水圧が高くな

り、漏水する可能性が高いので注意してください。

漏水した場合の使用料金は、基本的に各使用者から全額支払っていただきます。ただし、中里村簡易水道指定業者

に修理してもらった場合は、業者から漏水修理証明書を作成してもらい、漏水したと思われる使用料の半額を減免

することが出来る場合もあります。（下水道料金も減免になります）

繋一撫鷺の無径 魏戴金の額

20mm以下 10万円

25mm 15万円

30mm 20万円

40mm 25万円

50mm 30万円

75mm 40万円
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肥

欝
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
　
鰭

砺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
◆
届
出
義
務
者
　
権
利
取
得
者
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
主
）

篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膨

繊
◆
届
出
時
期
　
契
約
締
結
日
か
ら
2
週
間
以
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

鰯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
◆
法
定
面
積

鰯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

麓
　
①
市
街
化
区
域
↓
二
千
㎡
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻

　
　
②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
↓
五
千
、
m
以
上

鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

鰯
　
③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
↓
一
万
、
m
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
土
地
の
総
面
積
が
①
～
③
以
上
に

繕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

鰯
　
な
る
場
合
に
は
、
屈
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
痛
題
巻
麟
麟
麟
巻

繕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻

観
　
土
地
に
か
か
る
契
約
（
予
約
）
を
し
た
日
か
ら
2
週
間
以
内
に
届
出
を
騰

篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

縮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

鱗
と
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

馨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膨

　
◆
問
合
せ
先
　
中
里
村
役
場
企
画
観
光
課
　
盈
6
3
1
3
1
1
1

欝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

研
緯
§
薄
§
韓
醤
愚
鐸
綿
§
一
愚
縷
緯
§
§
§
隷
慈
§
韓
§
隔
§
愚
§
懲
癖
㊥
綿
癖
襲

’

戦
傷
病
者
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
妻
の
方
へ

～
次
の
戦
傷
病
者
等
の
方
に

　
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

◎
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
戦
傷

　
病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
ま
た
は

　
同
日
以
降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
5

　
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら

　
れ
た
方
の
妻
で
あ
っ
て
、
平
成
侶

　
年
4
月
1
日
に
お
い
て
戦
傷
病
者

　
等
で
あ
る
夫
が
第
5
款
症
以
上
の

　
増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
た
方
。

　
（
額
面
1
5
万
円
（
軽
症
者
半
額
）
、

　
5
年
償
還
の
国
債
）

年
金
相
談
所
の
開
設

　
年
金
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
．

あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
潟
県
社
会
保
険

事
務
局
六
日
町
事
務
所
の
方
が
来
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
H
判
年
栂
月
か
ら
H
爲
年

第
2
回

清
渾
峡
欝
腱
灘
寿
ン
グ

参
加
者
募
集

◆
期
　
日

・
1
0
月
2
7
日
ω
（
A
コ
ー
ス
）

・
1
1
月
4
日
側
（
B
コ
ー
ス
）

◆
ル
ー
ト

◎
平
成
8
年
5
月
に
最
終
償
還
を
迎

　
え
た
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

　
特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
得
し

　
た
妻
で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で

　
あ
る
夫
が
平
成
5
年
4
月
1
日
か

　
ら
平
成
8
年
9
月
3
0
日
ま
で
の
間

　
に
公
務
傷
病
以
外
に
よ
り
死
亡
（
平

　
病
死
）
さ
れ
た
方
。
（
額
面
5
万
円
、

　
5
年
償
還
の
国
債
）

◆
請
求
期
間

　
平
成
1
3
年
1
0
月
1
日
か
ら

　
平
成
1
6
年
9
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

◆
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に

　
つ
い
て
は
、
役
場
民
生
課
ま
で
。

　
E
6
3
1
3
1
1
1

3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
鱗
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
日
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
対
象
者
は
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

◆
日
　
時
　
掬
月
鍛
日
㈱

　
午
後
1
時
～
8
時

◆
場
所
役
場
第
4
会
議
室

　
八
木
沢
↓
鹿
飛
橋
↓
高
石
沢
付
近

　
↓
八
木
沢

◆
参
加
費
　
1
3
0
0
円

◆
募
集
人
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
3
0
名

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
富
井
吉
三
　
B
6
3
1
2
8
1
0

華
麗
な
る

　
　
　
頻
繋
露
へ
の
誘
い

　
中
里
村
出
身
の
元
全
日
本
ラ
テ
ン

ダ
ン
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
桑
原
明
男
・

佐
代
子
組
に
よ
る
躍
動
美
あ
ふ
れ
る

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
の
魅

力
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　
1
0
月
1
9
日
囲
　
午
後
7
時
か
ら

◆
場
■
所

　
ユ
ー
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
入
場
料
　
無
　
料

※
会
場
の
近
く
の
方
は
、
徒
歩
で
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

赤
糖
羽
共
圃
募
金

　
毎
年
絶
月
1
日
か
ら
η
月
31
日
は
、

全
国
で
一
斉
に
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　　　　　　　　　◎中央共同募金会

「愛ちゃんと希望くん」

平成／3年／0月10日広報なかさと11



樋ロ友惟ちゃん（・歳）⑫
修三・ます美さん夫妻の二女（白羽毛）

　動物が大好きな友惟ちゃん。犬に

近づいてさわろうとして吠えられ、

びっくりして泣かされてもやっぱり

大好き。近々動物園のいろんな動物

達に会いに行くそうです。

　いつもお姉ちゃんと一緒に遊んで、

ビデオ見て、おやつ食べてと．見て

て微笑ましい姉妹で、近所の人達に

も可愛がられています。

　お母さんはそんな友惟ちゃんに「お

姉ちゃんと仲良＜￥素直な子になっ

てね・塵言塾躍露油臨

行
政
相
談
の
懸
細
ら
せ

　
絶
月
1
5
日
～
21
日
の
間
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
国
・
県
・
市
町
村
等

に
苦
情
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◆
中
里
村
の
行
政
相
談
委
員
は

　
　
　
　
　
　
根
津
敬
さ
ん
で
す
。

　
行
政
相
談
委
ロ
貝
は
、
法
律
に
基
づ

い
て
総
務
省
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
民
間
の
有
識
者
で
、
無
報
酬
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
行
政
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
を
聞
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
図
る
身
近

な
相
談
役
で
す
。

　
相
談
は
面
接
、
電
話
、
手
紙
、
い

ず
れ
の
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
毎

月
第
4
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
か

ら
3
時
3
0
分
、
中
里
村
老
人
セ
ン
タ

ー
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

介
護
認
鑓
霧
蓋
会
事
務

局
嘱
託
壽
簸
墓
藥

　
広
域
6
市
町
村
で
共
同
設
置
し
て

い
る
介
護
保
険
の
認
定
審
査
会
事
務

局
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
業
務
内
容

・
介
護
保
険
の
介
護
認
定
審
査
会
の

　
運
営
（
嘱
託
書
記
）

・
会
議
日
程
編
成
と
委
ロ
貝
間
の
調
整
、

　
資
料
収
受
点
検
・
作
成
、
会
議
運

　
営
等

◆
応
募
条
件
等

・
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

　
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に

　
在
住
し
て
い
る
こ
と

・
高
校
卒
業
以
上

・
年
齢
4
0
歳
～
62
歳
ま
で
（
平
成
1
4

　
年
4
月
1
日
現
在
）

・
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

・
普
通
自
動
車
免
許

◆
人
　
数
　
2
人

◆
採
用
時
期
　
平
成
1
4
年
4
月
1
日
■

◆
勤
務
地
　
十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0
内

◆
勤
務
時
間
　
1
日
6
時
間

◆
任
用
期
間
　
1
年
間
（
勤
務
成
績

　
に
よ
り
更
新
し
ま
す
。
）

◆
報
　
酬

　
月
額
1
5
万
～
1
7
万
円
程
度

◆
募
集
期
間

　
1
1
月
9
日
ま
で
（
必
着
）
に
、
所

定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
自
書

し
、
十
日
町
市
介
護
保
険
課
に
提
出

し
て
（
郵
送
可
）
下
さ
い
。
（
応
募
用

紙
は
市
町
村
役
場
の
介
護
保
険
担
当

一

課
に
あ
り
ま
す
。
）

◆
採
用
の
決
定

　
1
1
月
2
0
日
か
ら
3
0
日
の
間
に
予
定

し
て
い
る
面
接
と
提
出
さ
れ
た
書
類

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
面
接
日
時
、
会

場
は
、
応
募
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
市
役
所
介
護
保
険
課
介
護

　
保
険
係
　
E
5
7
1
3
1
1
1

　
　
事
業
蓋
の
轟
癒
、
き
ま
へ

『
知
っ
て
い
ま
す
か
－
労
働
保
険

　
　
入
っ
て
い
ま
す
か
　
あ
な
た
の
職
場
』

　
1
0
月
は
『
労
働
保
険
適
用
促
進
月
冊
で
す
。
労

働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
へ
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か
？

　
労
働
保
険
は
、
保
険
事
故
（
失
業
ま
た
は
業
務

災
害
、
通
勤
災
害
等
）
が
発
生
し
た
と
き
に
必
要

な
保
険
給
付
を
行
い
、
そ
の
人
の
生
活
の
安
定
を

図
る
も
の
で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
を

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
加
入
手
続
き
の
お
す
み
で
な
い
事
業
主

は
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
5
2
1
2
0
7
9

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
5
7
1
2
4
0
7

目
O
O
O
【
】
0
0
0
口
O
【
】
口
O
O
目
0
【
】
O
O
O
O
O
O
O
目
O
目
目
O
目
O
目
O
O
O
O
O
O
O
目
目
【
】
0
0
0
口
【
】
0
霞
【
】
O

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

【】【xxxx】【】【xx】【x】【】o【xx】【x】【x】【x】【】【コ【xxx】【x】【コ【xxx】【】o【xx】【】【Σ【】【xコ【xxxxxxコ【】【】目【】目【】【xx】【x】

◆訓練期間　1年

◆募集定員等

科　名 募集定藁 応募資格 願書受符 選考試験日

高等学校卒業見込者 H13．10．17
、

織布科 10名 高卒以上の概ね35歳 ～ H13．11．14

位までの求職者 H13．10．31

高等学校卒業見込者 H13．10．17

10名 高卒以上の概ね35歳 ～ H13．11．14

染色科
位までの求職者 H13．10．31

H14．2．5
10名 中卒以上の求職者 ～ H14．3．12

H14．3．6

◆募集案内・要項は十日町テクノスクールまでご請求ください。

　　（郵送の場合は200円切手を同封してください。）

　　〒948－0022　十日町市辰甲816　盈57－1105
【x】【xxxxx】【x　【x　【コ【xx】【xxx　【】【】【x】【x】【】o【】【x　【xx】【x：】【x】【x】o【xxxxxx】【x】【x　【】【xx】【】【xxxx】【】【】

口
目
9
口
目
目
口
0
0
目
目
臨
9
目
O
O
O
O
O
O
目
目
a
O
O
O
【
】
a
O
目
O
a
O
【
】
O
O
O
O
【
】
0
目
【
】
【
】
【
】
【
】
【
】
目
騒
口
O
目
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圏国固踵

　　雛欝欝

禰｛瀧澤優進子｝小原

献節｛鈴木螺｝倉俣

観｛村順享｝上山

絵｛齊藤莫畳｝通り山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
や
モ
す
ロ
ロ
ゆ
　
ぎ
コ
き
し
き
き
ま
の
つ
む
の
の
ゆ
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

樂
林
藻
瀧
藤
野
山
島
津
　
津
田
坂
川
部
・
田
釜

係
螺
履
傑
僕
　

根
廣
保
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　◆　　　◆　◆　◆談方対　す労を
E問び職県相午日小場を法象ま○希必新

た
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
労
希
望
者
を

に
、
仕
事
内
容
や
必
要
な
資
格
の
取
得

、
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
求
職
相

行
い
ま
す
。

　
所
出
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
i

　
時
　
1
1
月
6
日
ω
り

前
⑩
時
～
午
後
3
時

談
内
容

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
求
人
・
求

相
談
、
資
格
取
得
等
の
相
談
、
登
録
及

情
報
提
供

合
せ
先
　
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

0
2
5
1
2
8
1
1
5
5
2
3

福
祉
の
職
鑛

　
　
　
　
　
　
臨
蹄
出
張
相
談

新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
材

」
必
要
と
す
る
福
祉
施
設
等
を
対
象
に
、
就

刀
希
望
者
の
紹
介
等
の
求
人
相
談
を
行
い
ま

税
税
料
料
金
道

残
険
年
水

　
保
保
育

票
護
民
下

耕
園
介
保
国
上

●
■
田
■
ロ
ロ

ら安全、衛生．技術が保証され、皆様の信

頼できるお店選びの犬きな目安となります。

また万一の場合、事故賠償墓準に基づいた

保証も受けられます。

㈱新潟県生活衛生営業指導センター

　　　露（025）283－5900

ひ
と
勲
親
鎌
繕
．
等
医
療
費

助
成
制
塵
獲
響
欝
羅
の

お
知
ら
せ

◆
制
度
内
容

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
の
医
療
費
の
本
人
負

　
担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
（
通
院
は
月
初

　
回
か
ら
4
回
目
ま
で
5
3
0
円
負
担
、
入
院

　
は
1
日
1
2
0
0
円
の
事
故
負
担
と
な
り
ま

　
す
。
）

◆
対
　
象

　
母
子
、
父
子
家
庭
の
父
母
と
児
童
及
び
父
母

　
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
と
そ
の
児

　
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
期
　
間

　
対
象
児
童
が
1
8
歳
に
な
っ
た
以
後
の
最
初
の

　
3
月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
、
児
童
に
一
定
の

　
障
害
が
あ
れ
ば
2
0
歳
未
満
ま
で
）

　
所
得
制
限
あ
り

◆
問
合
せ
先

　
役
場
民
生
課
福
祉
係
　
盈
6
3
－
3
1
1
1

癬⑳⑳⑳吻巾巾⑳㈱⑳qゆ中中㊥⑳串吻⑳吻⑳⑳串中㈱⑳⑳吻⑳⑳囎中㈱窺

縷麹饗叢籔雛籔．
総鞭i隣欝簾灘翻魏勲翻灘繋議灘

●交通事故件数

●死　　 者

●傷．　　者

●死亡事故ゼロ

22件
O人

31人

338日

暑第3回女性いきいきセミナー
暑
書◆日　時10月23日（則午後7時30分～9時30分
§
§◆会　場中里村総合センター2階大集会場
暑　◆テーマ　　「年代別お化粧法
§
§　　　　　　　　　～ウチのかあちゃんだって綺麗☆だぞお！～」
§　◆講　　師　化粧晶メーカー美容部員　田申レイ子　先生
暑
§◆対　　象　村内に居住または勤務じている女桂

暑◆間合ぜ先　生涯学習課（公民館）　盆63－2493
薯
毬伽伽頃幽㊥吻卵吻⑫卵囎巾⑳磯㈱巾⑳⑳巾繭爾巾㊥⑳伽㈱伽繭伽⑳⑳議
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～セーフティ・オータム3つの愛キャンペーン実施中！～

県内では、9月1日出から11月30日囲までの3か月間「セー一

フティ・オータム3つの愛キャンペーン」と題し、社会の発展

に貢献してきた高齢者を、県民総ぐるみによ6大きな愛情で交，

通事故から守るキャンペーンを実施しています。

夕暮れが早まる時期は、高齢者事故や交差点事故が多発する

傾向にあります。外出するときは、明るい服を着用したり反射

材を活用するなど、ドライバーから見やすいように配慮しまし

ょう。また、交差点では左右の安全確認はもちろん、対向車や

歩行者、自転車など周囲の安全をしっかり確認しましょう。

◆3つの愛
①交通安全について話し合いをする、愛ある家族

②交通ルールの守り合いの輪が広がる、愛あるふるさと

③譲り合いの心が招く、愛ある行動

10月11日㈲から20日出までの10日問、全国一斉に「全国地域

安全運動」が行なわれます。この運動は、「みんなでつくろう安

心の街」をスローガンに、

　◆女性・子ども保護対策の推進

　◆盗難被害の防止
　◆少　年　の　非　行　防　止

　◆安全・安心まちづくりの推進

を重点として、県民の皆さんの地域安全意識の高揚と自主的な

活動の促進を図ることを目的として実施されます。

一人一人が地域の安全について考え、関係機関・団体・警察

と連携を図りながら「地域の安全は自分たちで守ろう」という

活動の基本に立って、みんなで地域安全活動の輪を広げましよ

う。

10／14 たかき医院禅箭翻

冨
』
・10／21

本町クリニツク響蹄1謝

上村病院締3重2謬

匪10／28 小林内科医院響箭需

　
田
沢
駅
前
に
ト
イ
レ
が
完
成
し
て

4
ヶ
月
。
多
く
の
方
が
利
用
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
で
き
た
ば
か
り
の

建
物
な
の
で
、
居
心
地
の
い
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
周
辺
に
住

ん
で
い
る
人
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
朝
早
く
か
ら
出

向
き
、
掃
除
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
と
き
、
ご
み

を
捨
て
る
と
き
、
そ
の
人
達
の
こ
と

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
の
心
が
け
の
一
つ
一
つ

が
、
み
な
さ
ん
の
心
を
温
か
く
す
る

は
ず
で
す
。

　10月15目～11月5目

　　　　　きカレンター

黙

離

15（月）

16㈹
遊びの教室　合総合センター
（D9二30～10：00受付

17㈱

三種混合　合保健センター
014二〇〇～14二30受付
補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14：00

18㈱

19囲

風しん　合保健センター
014：00～14二30受付

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス

tzンター　013：30～／6：00

ラテン・アメリカンダンス　合ユーモール
㊤19二〇〇～

20㈹
21（日〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ー辺レ　　（D11：00～11二40

22（月）

胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　○了二30～10二〇〇受付

補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～／6：00

23㈹
女性いきいきセミナー　合総合センター
（D19二30～21：30

24㈱

25（木）

男のクッキングタイム　合総合センター

019二30～
中里村長選挙立候補予定者説明会　合役場
言義主易　　（D13：30～

26働

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
センター　㊤13：30～16：00

講演会「子供の自立・親の支援」合総合セン

ター　0／9：30～21二30

27㈹
28（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ー辺レ　　（［）11二〇〇～11：40

29（月）・

30㈹

31㈱
1（木）

2働
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
セ：ンター　（⊃13：30～16：00

3（土）

懸4（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（！）11：00～11：40

黙5（月）

灘畿

蓋含
臨

灘饗灘灘灘灘麟難灘1灘灘
　鰐　　　　　　　 繋

　　　9月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，220人（一5）

　　　　女3，245人（一6）
　　　　計　6，465人（一11）

●世帯数　　　　1，704　（一1）
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